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Ernst von Dohnányi としても知られるドホナーニは、ハンガリーの作曲家・ピアニスト・
指揮者・教育者である。ハンガリー人としてはフランツ・リスト Franz Liszt（1811-86）
の次の世代で多方面に才能を発揮した音楽家の 1 人であり、20 世紀のハンガリー音楽
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２－１．ハンガリーにおける民俗音楽収集の始まり 
 バーリント・シャーロシによると、ハンガリーにおいて民俗音楽の収集が始められた













たため、興味の対象は言葉であり、民謡においては歌詞に着眼していた（横井 2006: 117）。 











としていた（横井 2006: 112）。 
 
1 トーマス・エディソン Thomas Edison（1847-1931）によって 1877 年に発明された。 
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 彼らは研究業績として『ハンガリー民謡大観 A Magyar Népzene Tára』や『ハンガリ





































 1920 年に作曲され、同年 12 月 27 日にブダペストにてドホナーニ本人によって初演
されたこの楽曲は、ハンガリーの有名なクリスマスの歌を取り入れている。このクリス



















2 『ハンガリー民謡大観』第 2 巻 396 番(p.584)。 
3 『ハンガリー民謡大観』第 2 巻の 358-Ⅱ(p.437)、365-Ⅱ(p.479)、395(p.583)、397~400(p.585~586)
の曲番号を付されたものが該当する。 
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年にかけて作曲され、1924 年にハンガリーの Pécs においてドホナーニ自身によって初
演された。性格の異なる全 7 曲から構成されており、組曲の形式となっている。本研究
にあたり、7 曲すべてを対象として進めたが、前述した 2 つの文献から原曲の民謡を見
つけられたのは、第 1 番と第 5 番のみであった。 
 














譜例 4 《ハンガリー牧歌 Op.32a》第 1曲 1～4 小節 







第 5 番も第 1 番と同様に、民謡の旋律をほとんどそのまま活かしていると言える。こ
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作曲年 曲名・編成 




1920 国民の祈り―ハンガリーの信条 [様々な種類の編成] 
1921 ハンガリーの将来 [混声合唱（ピアノ伴奏）] 
1922 イヴァの塔 Op.305 [歌劇] 
1922 ハンガリーの未来 [混声合唱] 
1922 ハンガリー民謡 [歌とピアノ] 
1923 祝祭序曲 Op.316 [管弦楽] 








与えた出来事と言えば、1914～18 年に繰り広げられた第 1 次世界大戦が挙げられるで





5 作曲自体は 1915 年に開始された。この楽曲については資料が入手できなかったため、詳細を確認でき
ていない。 





- 27 - 
第 1 次世界大戦敗北後のハンガリーの政治状況（伊東 1997: 77-78） 
 
1918 年秋 
オーストリア＝ハンガリー二重帝国の敗北が明らかに。同年 10 月に第 1 次独
立革命によりブルジョア民主主義政府8成立。 
 
1919 年 3 月 
革命統治評議会によるハンガリー・タナーチ（ハンガリー語でソヴィエトの意）
共和国政府9成立（第 2 次革命）。 
 










1920 年 6 月 
講和条約（トリアノン条約）調印。ハンガリーの領土は戦前の約 3 分の 1 に、






8 独立と 48 年党、ブルジョア急進党、社会民主党の連合による。 
9 社会民主党と共産党による。 




























曲時期は第 1 世界大戦後の 1920 年前後に極端に偏っていることが判明した。他の時期
にはこのような偏りは見られない上に、ドホナーニが民謡を多用する作曲家ではないこ
とを考えると非常に珍しいことであり、偶然起きたことであるとは考えにくい。また、
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1920 年前後に作曲された曲には、「ハンガリー」という言葉が曲名につけられているも
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